
羽成20年 5月 発行  No 2 1

子 ど も と 進 形
児造研ニュース

児童造形教育研究会機関紙

編集 発行人  長 尾 宏 ―

事務局 〒11l oo51

台東区蔵前3-20-2ク レバスビル内

T[1  03(3862)3987

第 32回児童造形教育研究集会

「図工で育てる子どもの力」―子どもの活動から見る新学習指導要領―をテーマに
児童造形教育研究会 会長  長尾 宏一

つい先日、 5年 生初めの図上の学習で 「私の見つけ

た春 (絵 に表す)に取り組みました.私 の見つけた春で

すから 春を感じるt,のならなんでもいいのです。まず

思い浮かぶのは花ですが 子どもたちはそれ以外にもい

ろいろなt)のを見つけます.

虫、鳥 魚 空 水 風   中には 「ネコだって春

をかんじるよ。冬はあまり動かないでじっとしているけ

れど 暖かくなるとよく動き回つているよ.Jと 言うA

さん。また、「人が着ている服だって 春らしくなるよ

.Jと 子どもたちの考えはl_がっていきます.

図工室から出て絵を描き始めたBさ んが 1先 生 こ

こにはないモ)のを自分の想像で描いてもいいですか?J

と聞きに来ました。勿論 「いいよ。自分が春を見つけ

たことから想像を広げて描くことは、すてきなことだよ

.Jと 言葉を返しました。そうした子があちこちにいて

、楽しそうに描いているのです。

見て描くことに終始しないで、自分でイメージを広げ

ていく子どt,たち.見 たままに描く学習に価値をおいて

指導 していたら このような子どもたちは育たなかった

でしよう.見 て描くことも大事ですが  見て感じたこ

と、考えたことを自ら意欲||に表現する子を育てたいと

思います.

今回の学習指導要領における改訂のポイントとして

次の3つを学力の重要な要素として示しています。

①基礎的な知識 技能

②知識 技能を活用し、自ら考え、判断し、表現する

カ

③学習にjltり組む意欲

これらは、この 5年 生の子どt)たちの活動から見

てとることができます。

今回の児造研の研究会では、普段の図工室で展開

される子どもたちの活動を記録したビデオを見な

がら 新しい学習指導要価が目指す
‐
生きる力Jを

明らかにしてみたいと思います。また いくつかの

実技研修を通して、どのように指導をすればいいの

か 図■で育てる子どもの力はどんなものなのか、

みなさんで 緒に探ってみたい思います。

ぜひ 夏の研究会に参加していただき、新しい学

習指導要領を そして造形活動のすばらしさを体感

してみて下さい.
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今年のテーマ :「図工で育てる子どもの力」によせて
。・・実技研修会にむけてスタッフからのメッセージ

今回の学習指導要領の改訂に思うこと

安 倍 啓 斎

今回の改訂は、これまでの 「生きる力Jの 育成を

層充実するための改訂といわれています。その中でも

私が興味を引かれたのは言語に関する能力の育成との

関連です。「監資活動に於いて自分の作品などについ

て説明したり…Jと 解説されています力ヽ やはり大切

にしたいのは図工としての言語である 「色 形、材質

感での表現―造形言語での伝え合いJで す。自分力法

したいことへのこだわりが深まれば深まるほど 色や

形なども充実し、私の色 僕の形が牛まれてきます。

そして、「改訂の課題Jなどで使われている「自分なり

の意鳴 が生まれると考えます。その表現したい思い

=自 分なりの意味を友達に伝えたいと思うとき いわ

ゆる言語も充実してくるのではないでしょうか。

保護者の関心事は英語や国語、算数など、いわゆる

主要教科の学方向上に向かいがちな昨今ですが、PISA

型の思考力などを考えれば考えるはど、図工で培われ

る拡散的で柔軟な思考や直感力は重要ではないでしょ

うか。

本年度、私の勤務校では校内展覧会の年にあたりま

す。子ども同 iのかかわり合いのある造形活動を様々

な形で実践していきたいと思っていま魂 その活動を

通して、もう一度 図上から見た言語力を考えてみた

いと考えています。

もえちゃんの一日

石賀 直之

幼稚園にバスが迎えにくるまでしばらく待ち時間

がありました。入園したばかりのもえちゃんは行儀よ

く待っていましたが、テーブルの上に紙とクレバスが

おいてあるのをみつけました。もえちゃんはテーブル

のところに行き、クレバスでぐるぐるとかきはじめま

した。ぐるぐるとかいた跡はや力て もえちゃんの顔に

なり、もえちゃんのおじいちゃんの顔になってきまし

た。

しばらくするとテーブルに男の子力や ってきまし

た.も えちゃんが夢中になっている様子力ヽ )かつたの

でしょう。男の子もクレパスを持って紙にむかいまし

た。男の子はクレパスを両手で持って紙に点々をつけ

ました。

トントントントン

部屋中にクレバスの音が響きます。その音を聞いて

たくさんの子ども達力`集まってきました。みんなクレ

バスを持って点々をつけ始めました。

トントントントントントン

いつの間にかもえちゃんの顔も点々になり、もえち

ゃんのおじいちゃんの顔も点々になりました。

「もえちゃんのかいた顔だからだめ～.J

と言っていたもえちゃんですが、最後はもえちゃんも

みんなと一緒ににこにこしながら画面いつぱいに点々

とぐるぐるをかいていきました。

いつの間にかバスカ渚 ました。もえちゃんはにこに

こしながらバスに乗り込んでいきました   。

私力泣 ち会った実話です。形や色 出来事が人をつ

なけていきます.造 形活動をすることとはその行為そ

のものが社会と関わることなのです.
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ためにする /し たいからする

大泉義 一

|ためにする do it lor_という考え方があります.

ここでは,何 らかの目的が予め設定されていて それ

に向けて直線的に物事を行っていく様子が想起されま

す.こ の ldo it lorJという考え方は 図Tの 授業で

も結構見かけることができます。しかしながら、子ど

もたちの側から 「つくる かくJと いう営みをlllめて

みると 必ずしもそうではないことが何えます.そ こ

ではむしろ 「したいからする 、a1 lo do i口 とい

う考え方が中,いにあります。ある11,休 み時FHlになっ

て ,ヽ粘 「のモンスターづくりを 卜めようとしない人

劇!がいました。彼の姿|, どこかに目的があって現れ

ているというより  ヽ まさに彼の ■ani tO dO liJ姿

そのも,)であると言えるでしょう。

さて新しい学習指導要領では,「共通事項J力漸 設さ

れました力` 新しい事柄だからといって,心配は無用で

す.図 Tの 教科H標 には 「つくりだす喜びを味わラJ

とありますが まきにこの
~喜
び'の内実が,「りt通事

!,Jの内容,す なわち,0自 分なりに色や形などをと

らえる ②とらえたことをもとに自分なりのイメージ

をもつ,な のです。

先の太郎は 「、anl to do it という状ルJの中で

「粘上の感触に規しみながら,そ こから次々に生引II

される形や色に面白がっている1のであり、それが彼

の 「つくりだ●_‐び|なのでしょう.そ してそれが

我々教師が大切,こしてやりたい子どもの姿なのです.

このように 教科11標にある |つくりだす薔■ は,
~た
めにする do ll lorJではなく、「したいからす

る 、anl lo do itJことの中で 形や色などと関わり

ながらイスージをふくらませることで実現されていく

のです。

技能が先か ?意 欲が先か ?

北 川 智 久

学校の先生には たいへんまじめな方が多いと感じ

ています。そねは 自分の職場でも 他の地域に訪間

したときも同じです.児 童に対する 定の指導に対し

て 一定の伸びを期待するというあたりまえの指導を

毎日続けています.と でも大L」なことです.

造形tr動のや専においてはどうでしょう. L.nLのよ

うなまじめな先生方は 最終的に作品が展示さ詢たと

きの様 rをまず思い浮かべます.子 どもたちにどのよ

うな一定の伸びがあったか711品 にはっきり表ねやす

いからです.そ のため ついつい1旨導力湘 かくなりま

す.ど ちらかというと 1支法 技能の1責み 11ずタイブ

の鴨導になります。その結果、全体として作品の質が

高くなりますが もう 方では 「指導色が濃い  r

どヽの個性がIFいJと いう見方もできます.

保護者も賢くて 隣のクラスとわが子のクラスを見1ヒ

ベて lu任 の指導力がどうのこうのと言TTし ているよ

うです. …なんとも 日常の,な さんの悩みをネし

返しているようで申し訳ありません。

子どもには 技能の積み :|ザも大切ですが t,っ と

大切なのは 活動へのイメージや作品へのあこ/111な

どに符 申しされた 「意欲Jだ と私は考えます。意欲が

あれば かなりの技法 技能は教えるまでもなく子ど

も自らの手で獲得されていきます.教 師は■守リ サ

ポートしていけばょぃのです.た だ、 1■ 線型の指導

ではない分、子どもの要求に,まじた指導力が必要にな

ってきます その点は、当IT究会で身に付けてくださ

い.お 待ちしています。

「あら ●組の方が 子どもたしの作品が生き生きし

ているわオ■個性が光ってる.Jと 見てくださ/・保護イ

ヽたくさんいますよ.
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今,必 要なこと

中 村 哲 夫

児週T(児 童造形教育研究会)が 誕牛して、

30年になります。この研究会は,図工教育に対して,

様々な而からいろいろな提案を投げかけてきまし

た.

そオlでは今,何 が必要なのでしょうか?

一つには,「子どもとともに生きること.J

図 ビ 美術から,子 ども達にどんなことを働きか

け,ど んなことを引き出してあげる力、そォtが大切

なことだと思います。

今年の大会で,みなさんとともに考えあうことが

できればと思います。

私たちが 「意味発見」の旅に出る理由

名達 英詔

私たらは様々な色や形に包まれながら生活をしてい

ます。そして はとんどの場合、そうした色や形は組

み合わされており 動きをイ半っています.ち ょっと周

りを見波してみてください.破 れ目のない色と形の組

み合わせが見えてくると思います。そして そうした

組み合わせが動きを伴った変化の中でモ)やはり破れ日

を見せないことにも気付さます.■、たちは この無際

限な色と,杉が織りなす事象に対して 自分たちが11ま

れ、成長する過用の中からIF験的に得た意味を持たせ

1寺々 に必要なところに日を向けながら螢舌を組み立て

ているわけです.

意味を帯びた色や,杉などによって組み立てられてい

る私たらの生活.そ の生活は豊かであって欲しい み

ずみずしくあ ラて欲しい と誰もが思います。では、

どうしたらそ 71ような生活力彰 になるでしょう。その

鍵の つが先程来お話ししている色や形などの意味づ

けにあると思うのです。何故なら 生活を組み立てる

材llとしての色や形などのとらえ方 意味の帯び方が

=か であればあるほど組み立てられる生活も豊力ヽ こな

ると考えるからです.色 や形などにシu171意味を発見

したり 逆に沢山の意味を帯びた色や形などを創り出

したりする方法を知っている そして そオ1を利用し

た牛活を自然体で組み立てる。そんな生活者がつくり

だす豊かなH々 .造 励 舌動を通して子どもたちに育て

たい資質や能力は こうした未来を創り出すものです。

Tl、たち人人は 往々にして,レーチンワークとしての

生活の中にいて、効率の良い既成概念から離れられま

せん.子 どもたちの人来を..・るるにも、色や形などが

織りなす世界の 1意味発はJの 旅を、まつ
｀
私たら人人

力Viつてみるべきではと思うのです。
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主体性と調整力を育てよう

橋 本 光 明

図Tで 育てる rど もの力JIま 学校で育てる
~子
ど

t)の力 の重要な部分をlHっています。この 「子どt)の

力Jは  古から言われてきた 「人間形成力|です。「人間

形成力JIま,「個性化_とそ0)個性を集回,社 会の中で調

和させる |.ll整力 です.

1生きる力Jは  この 「個性化 と 「調整力Jを 現イに

版に修 にしたt,のです.すなわら 「/1きる力|を育む現

イ「で|= 人|よ|―個のll Ⅲlした人格を持つ存在 とされ
~卜
l性 が 1主体性_に 置き換えら●ました.

しかし キ体性」が 「支援J旋風の巻き起こ/j中で 「自

1性Jに取って代わり 「教えてはならなtッ「候群Jん 流ゞ

行つ 0 その行き過ぎを反省しています.

方。,喘 幣力_|ま FIら を律しつつ 他スとともに

協調し 他人を思| ●ヽ・る心や感動する.ら、など」の 「豊か

な人F.5ヤ1_0,育成へ向かっていきました。その調整力が

働くとき|〔は 感覚力や想像力,思 考力,洞 察力 判断

力 人IIl力などが十き生きと発揮さオ1ています ですか

らkf 省ヽ0,「思考力 rl断 ブ, 表現力_1■ 「人間
'レ
成カ

ニ欠かせない 「調■力Jと いえます.

以 1のことから ツ上の rど もの力Jについて 1主

体性Jで は (D人間が人Frqたる訂i以である夢や希望 想

像 発想などを人事にする.2感 ||,,'感性など感覚情†1

●,幅をl_~げる.(計替在的な南ヒカをりき|す .(〕複眼的,

多視的な見方考え方を人事,■するなどです.

「調整力 は (]表現には,IH手が気付かなt 要ヽ業や,

偶然に生じる要素などがあり そキ]を契機に関係‖が■

じることに気付く.● 表現 鑑賞によって互いの思い●'

考えなどを伝え合い 分から合うことを理解する.0規 範

や既成 条件などの中で 最大の●■冑ヒ‖■豊かな倉1進ヤL

を発揮できるよう|=配慮していくとよいです.

眸るJことと晴くJことが一緒になると…

表現と鑑賞の一体化の試みとは?

林 耕 史

Ⅸ画 lfの 内容的な領域は ~表現Jと 「鑑賞 です。

でヽ 今から30年 以卜11の図T It「絵画 彫壼 「デ

ザイン_~可i芸(ェ作,1,そして 「鑑賞|の5'll・lでした.

般的な美術のカテゴリーを教育。)場

"|に
ヽあてはめて

いたわけです。この当時の学習l‐導要領。つ卜で育った方

｀いらりしやると思います.か くいう私ヽそつでした.

そのころをふり返ると 確か|=写■画
''l「
土 紙J:作や

ホスターなどと はっきりしたわかりやすい作品ばかり

が思tJlさオ1ます.

しかし 既に美 lT界に見らオlた様々な表現は 当時で

きえも 決してこのようなわかりやすい分・
IIではなかっ

たはずです。そして 造形活動0つ祝,1をネ陰 規範として

0'5領 域からで まなく 子ど■|う造,形活動の回線に寄|

添つ́必要がありました。こうして 表現|と 1鑑賞 と

いう2領域にな■,たのが30年 前です.

それ以来 文工はこの2領域で.・らオ1ることが前提と

なりました。この春青示された 新しtYγ習指導要領■

勿論同じです.で すが Tl、は思うのです。もしかしたら

「去l.Jと  鑑賞 に分けるということ自体も

`え

にす

べきかも知れないと.

私たちは lylえば 1絵 |をみているとき 確力|こ絵筆

は持っていませんから 「鑑点している|と 言うことがで

きるでし■う でt、 そオヨ■絵年を持っていないだりで

本当は自分の内部で,剰iたな映像 独自の画面をイlいて

いる0,ではないてしょうか。「感じ収り自分じ,イメージ

をもつJと いう行為です.「表現Jと 「鑑■_と に分けて

いるのは、 子ど■たち0)学早1の姿ピ,評価Jつためのl1/式で

あって 実|まそ■モ■ 体のモ)のな0)か■知オ1ませた.

こうしてとえてみると 「こオ1が表現の授業です とか

「今日は鑑賞ですJと 分けることは 学習の主体である

子ど■たちにしてみれIt あまり意味をなさないでしょ

つ

ここに 喘 賞_と 「表現Jを  体イヒした授業の・∫能‖:

か牡えてきます。今い|の夏ル実技,「修会で1■ その試み

を71なさんと 緒に行いたいと思っています.昨 今言lt題

tl l.L解ヵlキ),図Ln■1作イ||二おけるrども●姿で語る

ことができると思います。足J「体験してみてくださしヽ

,



『発達段階に応じたOOO』

OOO=活 動の保障

平 田智久

―

=活 動の保障は まさに “手し幼児期から児童

期への発達や学びの連続性を確保する
。
ことです.

しかしその連続性の確保は簡単にできそうにありま

せん。「何歳だから Jと いった発達観では子どモ)ひ

とりひとりの姿に対応できません.‐」とりの子どもを

考えてみてもく発達の観点>だ けでなく、く経験の有

無><個 性><興 味関心>く 心情> などを考慮しな

ければならないからです。そのあたりの配慮が “学習

指導要領"と “幼稚同教育要領=保 育所保育指針
‐
と

大きく異なっているところです.

幼小の連携を考えている今 ある小学校の先生に質

問されました。「連携を考えたいので幼稚国の教科書

を見せてはしいJと .ま さに学年で輪切りにされた発

達観です.乳 幼児期の活動は、何年では△△をIFkう一

何年になつたら◇◇を経験する といった考えではな

いのです。子どものく興味関心>く 心情>な ど力潅 先

されます.絵 の内容も取りrIみも子ども自身の<興 味

関心><心 情>か ら生まれます。子どもと保育者 (教

師)との信頼関係も 子どもを知ること 受け 卜めるこ

とから生まれます.友 だちとの関係も同様です。そう

した活動

“

子動)の中で 「健厠 も 「人間関係Jも 育ヽ

うというのが “教育要領=保 育指針"で あり 現実の

保育なのです.

素材と向き合うことから始まる 04Jは  他の教

拿|と違ってひとりひとりん況 えていま魂 授業の観点

を少し変えてみると 子どものく発達><経 験の有無

><冊 性><興 味関心><,さ 情>な どが把握できま

●.

その情報こそ子どもと関わるために必要なことであ

り、人間教育の要です.幼 小の連携は 《図工》から始

めることが 番重要で確実な道です。

「図工は評価が難しいJと お困りのあなたに

ギャラリートーク (対話型鑑賞淘 の進め

堀 井 武 彦

児造研の夏の研修会のアンケートやざっくばらん討

論会で参加者から寄せられる質問で多いものの一つに

「作品をどう評価したらいいか判らなtJ「 結果では

なく過程を.Imし なさい。と言われるけねど―Jと い

う参珈者の声と出会います.

答は簡単です.「子ども力ヽ可を表したかったか?Jと

いうことを読み取ればいいのです。この質問をされる

先生方の多くは おそらく「自分は美的センスが無い。

造形作.Dの良し悪しを測る審美眼に自信が無い|と悩

まれているのではないでしょうか?

Tl淳で恐縮ですが、私は美術大学で油絵を専攻し、

図工専科として教職に就きました。当時 「自分は子ど

t)の作品を幅広い物差しで訥IできるJと いう自信を

もっていました.ギ ャラリートーク (対話型鑑賞法)

という手法と出会う、つい最近までその思い上がりは

消えませんでした.恥 ずかしながら 空疎な過信や専

円性という鎧を拭い去るのに20年 近く時間を要した

ことになります。子どモ)の表したかりた気持ちに寄り

添ってこなかったのです。

では、具体的に ギャラリートークの手法でどのよ

うに 「rどヰ)が表したかった気持ちJを 読み取つてい

くのか,こ こでは、ギャラリートークが日本に広がる

きっかけとなった米FTlの美術史家アメリア アレナス

の有名な台詞の紹介にとどめます.

「ここでは何が起こっていますか?J

続きは夏の研修会でのお楽しみ.難しくありません.

世界的に優秀な日本の」■校教師ならば誰でもすく1こ

実践できます.ひ ょっとしたら図工以外の場面では実

践されていらっしゃるかも .



児造研のホームページをご覧ください !

今年の研究集会のご案内や,こ れまでの研究の様子など,ご 覧になれます。

アドレスは下記のとおりです。

http//― geocltlesjJセouken/mdex html

「児造研」「児童造形教育研究会」で検索してもOKで す !
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児造研

2007年 日乍年の大会の様子から

0乍年の大会も,今 年と同様,東 京学芸大学附罵竹早小学校で行われ訣した。

研究会画問,横 浜国立大学名誉教授である宮坂元裕先生による講演をはじめ,実 技研1多

など,大 いに盛り上がりました。

富坂先生によるIBI『 造形教育という考え加 実技研修Aコ ースの様子

実技研修Dコ ースの様子 子どもコーナー
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